
(2) 早期発見、早期対応に結びつく手立ての検討
(3) 地域の認知症に対する正しい理解の一層の普及

①地域・家族ともに認知症に対する認識が薄い現状
②早期発見、早期対応のために高齢者相談センター（地域包括）、家族、地域の方による情報交換会の実
施。

【今後の展望・課題】
(1) チームオレンジメンバーの認知症に対する認識の一層の向上のための研修会の実施

加須市（チームオレンジ）
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新川通上・新川通下・外記新田チームオレンジ

(1)
(2)

チームオレンジつなぐ

(3)

担 当 部 署

【基本情報】
市 町 村 名 加須市 人 口 11.2万人

【目的・コンセプト】
認知症になっても住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられる地域となるよう、地域における体制づくりを推進する
こと

①認知症の症状により困りごとが出ていた本人と家族を支えるために、地域での話し合い、認知症の勉強会を開催
したことをきっかけに、1年余りの準備期間を経て、発足となった。
②３自治会区で民生委員が１名の現状の中、増加する高齢者問題に対応するため

(4)

地域等に認知症の理解者を増やすこと（広報誌の発行、研修会の実施）
活動日時・活動頻度

【活動内容】

09加須市-1

担 当 部 署
福祉部高齢介護課
0480-62-1111 korei@city.kazo.lg.jp

地域が一体となって認知症について考えていくこと
認知症になってもいられる居場所づくり（地域カフェ、ちょこっとボランティアの推進）
高齢者サロンの充実や参加しやすいイベント等を実施し、認知症予防の取り組みをすること
高齢者相談センター（地域包括）等の相談機関とのパイプ役になること（早期発見、専門医・施設へつなぐ）

【活動場所】
［新川通集会所］（）
〒３４９－１１５４　加須市新川通９４２法輪寺敷地内

【本人・家族の関わりの状況】

毎月第一木曜日に役員会、毎月第四火曜日に定例会を実施

【設立の経緯・プロセス】



(2)
(3)

本人中心のおしゃべり・傾聴、編み物、茶話会、合唱、将棋・麻雀の相手などをしている。今年度からあがらっせ農
園を始め、また市内の病院の理学療法士が参加し、手遊びや運動、脳トレを行っている。

【今後の展望・課題】
(1)

加須市（2）（チームオレンジ）

(5)

あがらっせ

(1)
(2)
(3)

担 当 部 署

【基本情報】
市 町 村 名 加須市 人 口 11.2万人

【目的・コンセプト】
本人・家族の居心地のよい場所づくり。チーム名の「あがらっせ」は、縁側で座布団を出して「あがって!あがって!」
招くイメージ。加須市の方言で、「あがらっせ!あがらっせ!」から命名。

家族の困りごとから関わりが始まり、認知症初期集中支援チーム員会議で検討し、専門医の受診につながり、デイ
サービスを利用したが、初日で利用を中止した方が活躍できる場として認知症カフェのボランティア（編み物講師）
としての参加を依頼し、メンバー等へチームオレンジの主旨説明を行い、設立となった。

(4)

認知症カフェの企画・運営
活動日時・活動頻度

【活動内容】

09加須市-2

担 当 部 署
福祉部高齢介護課
0480-62-1111 korei@city.kazo.lg.jp

認知症について考えること
認知症になってのいられる居場所づくり
高齢者相談センター（地域包括）等の相談機関とのパイプ役になること

【活動場所】
［高齢者相談センターみずほの里］（東武伊勢崎線加須駅下車タクシーにて約１０分）
〒347-0046　埼玉県加須市平永142

【本人・家族の関わりの状況】

第4金曜日の14:00～16:00

【設立の経緯・プロセス】



(2)
(3)

みんなのちからいいね倶楽部は、平成30年に設立され、『介護、認知症、孤立防止、リサイクル、加須まちづくり』の
活動をしている。

【今後の展望・課題】
(1)

加須市（3）（チームオレンジ）

(5)

チームオレンジみんなのちからいいね倶楽部

(1)
(2)
(3)

担 当 部 署

【基本情報】
市 町 村 名 加須市 人 口 11.2万人

【目的・コンセプト】
和やかでホッとする、みんなの居場所づくり、交流の場

認知症の方、認知症の方の家族の方に寄り添い活動をしている団体で、認知症カフェ（つくろうカフェ）を実施して
いた。令和５年9月にステップアップ講座を実施し、チームオレンジとして活動し始めた。

(4)

認知症カフェの企画・運営
活動日時・活動頻度

【活動内容】

09加須市-3

担 当 部 署
福祉部高齢介護課
0480-62-1111 korei@city.kazo.lg.jp

介護サロンの企画・運営
認知症について考えること
認知症になってのいられる居場所づくり
高齢者相談センター（地域包括）等の相談機関とのパイプ役になること

【活動場所】
［市民プラザかぞ］（東武鉄道伊勢崎線加須駅から徒歩3分）
〒347-0055　加須市中央2丁目4番17号

【本人・家族の関わりの状況】

第3月曜日の13:30～15:30

【設立の経緯・プロセス】



28久喜市-1

担 当 部 署

久喜市（チームオレンジ）

(5)

(1)
(2)

人 口 15.0万人

【活動場所】
［下清久自治会館］（JR久喜駅西口より朝日バス菖蒲仲橋行き「上早見」バス停下車、徒歩3分）
〒346-0033　埼玉県久喜市下清久599-4

福祉部高齢者福祉課
0480-22-1111 koreifukushi@city.kuki.lg.jp

担 当 部 署

【基本情報】
市 町 村 名

(4)

【活動内容】

ふれあい・いきいきサロンとして活動、交流、情報交換

久喜市

【目的・コンセプト】
地域に住んでいる認知症の方やその家族及び住民に対して、声かけや広報等を行う。

活動日時・活動頻度 毎月第４水曜日10時～12時、12月は休み

既存のふれあい・いきいきサロンの参加者より、ステップアップ講座の開催依頼があり実施する。定期的に開催してい
るサロンに当事者の方も参加されている。テキストを使用し、認知症の理解やチームオレンジ等を説明する。

(2)

【設立の経緯・プロセス】

【本人・家族の関わりの状況】

(3)

(3)

サロン参加者同士で認知症の人や家族の困りごとが発生した際に、相談窓口につないだり、当事者や家族に相談
窓口等の情報提供を紹介している。

【今後の展望・課題】
(1) 認知症ご本人の参加が難しい。認知症の家族の方の参加も少ないという課題がある。


